
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健幸のまちづくりを推進する事業を実施します 

令和３年度に行った「健幸のまち」宣言の実現を目指し、幅広い世代を対象とする

支援を新たに開始または拡充し、市民のみなさんが健康で、生き生きと、幸せに暮ら

せるよう、引き続き「健幸」の支援に取り組みます。 

 

がん患者支援事業 

がん治療を受けている、または受けたことがある市民を対象に、４月１日以降に

購入された、がん治療に伴う外見変化による困難緩和を目的とするウィッグ等に要

した費用の一部を補助し、がん治療に取り組む市民を支援します。 

対象品目 

①ウィッグ 
ウィッグ（装着時に皮膚を保護するネットを含む）、 

毛付き帽子、医療用帽子 

②補 整 具 
人工乳房、補整下着、 

乳房パッドまたはエピテーゼ（補整用ボディーパーツ） 

補助金額 上限 10,000 円（①と②をそれぞれ１人 1回まで） 

 

安心出産支援事業 

妊婦健康診査については、14 回の受診を標準としていますが、多胎妊娠した場合

で、14 回を超えて受診した妊婦健康診査に要する費用について補助し、安心して出

産を迎えられる環境づくりを支援します。 

対 象 者 多胎妊婦（２人以上の赤ちゃんを同時に妊娠した妊婦） 

補助金額 5,000 円を上限に５回分まで 
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乳幼児支援事業 

(1) ５歳児健康診査 

５歳頃は、言語の理解能力や社会性が高まり、個々の発達の特性が認知されやす

い時期であるとされ、発達障がい等について早期に把握するとともに、適切な支援

につなげることが求められているところです。 

そこで、５歳児健診を新たに開始し、こどもの特性に合わせた切れ目のない支援

に取り組みます。 

対 象 者 実施年度に５歳になる幼児（標準的には４歳６か月～５歳６か月） 

会  場 保健相談センター（生涯学習センター内） 

内  容 
身体測定、集団活動・行動観察、問診、医師による診察、 

個別相談（療育相談、教育相談、育児相談） 

開催日時 個別通知により随時、お知らせします。 

 

(2) みんなモグモグ離乳食教室 

離乳食に不安を抱えている保護者が少なからず存在する現状等を踏まえ、「み

んなモグモグ離乳食教室」を新たに開始し、乳幼児の健やかな食生活を支援しま

す。 

対 象 者 ０歳児（主に離乳食中期を迎える 7か月頃）とその保護者 

会  場 保健相談センター（生涯学習センター内） 

内  容 ２回食の進め方、試食など 

開催日時 
５月14日（水）、９月３日（水） 

12月３日（水）、３月４日（水） 

１回目 午前 10 時 30 分から 

２回目 午前 11 時 30 分から 

 

健康づくり推進事業 

 健康で質の高い生活を維持するために有効とされる歯科疾患の予防に向けた取り

組みを強化するため、歯に関係する団体と連携するとともに、市民の皆様に歯の健

康をより意識してもらえるよう、「日高市歯科口腔保健の推進に関する条例」を新

たに定めます。 

 また、健幸まつりにおいて歯に関する講演会を開催するなどして、歯科口腔保健

の普及啓発に一層取り組みます。 


